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令和３年第４回定例会は、12月3日（金）開会予定です。
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決算審査特別委員会の設置について

９月８日の本会議において、令和２年度決算についての
決算審査特別委員会が設置されました

　決算審査では、前年度の予算が適切かつ有効に使用されたかを審査します。
　決算審査の方法は、常任委員会に付託したり特別委員会を設置したり、全議員で審査したり
選出された議員のみで審査したりと、議会によって様々ですが、伊万里市議会では決算審査特
別委員会を設置し、更に３つの分科会に分かれて審査する分科会方式で行っています。
　委員会は議長と議会選出監査委員を除く議員で構成されます。

　令和２年度決算審査特別委員会
委員長　盛　　泰子 ／ 副委員長　加藤　奈津実

　総務分科会
分科会長　山口　恭寿 ／ 副分科会長　前田　敏彦
加藤奈津実 ／ 梶山　太 ／ 松尾　雅宏 ／ 松永　孝三　

　文教厚生分科会
分科会長　岩﨑　義弥 ／ 副分科会長　山口　常人
盛　泰子 ／ 樋渡　雅純 ／ 笠原　義久

　環境建設分科会
分科会長　中山　光義 ／ 副分科会長　川田　耕一
西田晃一郎 ／ 前田　邦幸 ／ 井手　勲 ／ 馬場　繁 
前田　久年

令和２年度
伊万里市水道事業特別会計決算
伊万里市工業用水道事業特別会計決算
伊万里市下水道事業特別会計決算
伊万里市一般会計決算
伊万里市国民健康保険特別会計決算
伊万里市介護保険特別会計決算
伊万里市市営駐車場特別会計決算
伊万里市後期高齢者医療特別会計決算

この８つについて審査します

決算審査
特別委員会 文教厚生分科会

総務分科会

環境建設分科会

決算審査
特別委員会
全体会
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堀田　明美さん（大川町・再推薦）
山口　敏郎さん（東山代町）

人権擁護委員候補者の推薦 

第３回定例会　令和３年９月３日（金）～ 10月15日（金）

令和３年度一般会計予算
                               ９月補正額
                               予 算総額　　

  13億3,867万4,000円
296億7,773万4,000円
　　　　　　　※9月24日現在

上程された議案は、すべて可決および異議ない旨答申しました

コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財源の充実を求める
【提案理由】
　新型コロナウイルス感染症のまん延により、地域経済にも大きな影響が及び、加え
て地域の防災・減災に要する経費や社会保障関係経費等、地方財政は来年度におい
ても、引き続き巨額の財源不足が避けられない厳しい状況に直面している。
　よって、国における令和４年度地方税制改正において、地方財政の困窮を招かない
よう地方税制の充実確保を求めるため提出する。

意見書を国に対して提出しました

山口 恭寿 議員
　以前の樋渡議員の一般質問において、給食費の公会計化について質問された際
に、既に口座振替をしている学校、現金徴収と口座振替を併用している学校がある
との答弁があったが、現状は。
　また、学校単独で口座振替をしているところがあるのに対して、今回500万円も
かけてまとめて行う必要性は。
教育部長
　大半が現金徴収であり、口座振替をしている学校は市内22校中７校だが、シス
テムを利用しているのではなく金融機関と紙ベースでやり取りをしており、入金結
果表をもとに職員が手入力でエクセル管理している。
　今回導入するシステムでは、口座振替に統一することで収納管理をはじめ業者へ
の支払いがシステム上で可能となり、学校職員の金融機関への現金の持参や引出
などが不要になるなど、徴収事務の効率化を大きく図ることができると考えている。
決算書や未納通知なども作成できる他、学年会計の支出状況を常に把握すること
が可能となる。現金を取り扱うリスクもなくなり、学校現場の精神的負担も軽減さ
れ、児童生徒と向き合う時間の確保にもつながると考えている。

【議案質疑】学校徴収金管理システムの導入について

　第３次事業者緊急支援事業等の新型コロナウイルス感染症対策に要する経費、自治公民館の
改築に対する補助金、ため池ハザードマップの作成に要する経費、林業機械の整備に対する補
助金、私立保育園の園舎改修に対する補助金、都市公園等の遊具や市営住宅の修繕に要する
経費、滝野小・中学校の閉校記念事業に要する経費、学校徴収金の納付方法を口座振替に移行
するためのシステム導入に要する経費等のため、増額しました。

質疑

回答
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　大半が現金徴収であり、口座振替をしている学校は市内22校中７校だが、シス
テムを利用しているのではなく金融機関と紙ベースでやり取りをしており、入金結
果表をもとに職員が手入力でエクセル管理している。
　今回導入するシステムでは、口座振替に統一することで収納管理をはじめ業者へ
の支払いがシステム上で可能となり、学校職員の金融機関への現金の持参や引出
などが不要になるなど、徴収事務の効率化を大きく図ることができると考えている。
決算書や未納通知なども作成できる他、学年会計の支出状況を常に把握すること
が可能となる。現金を取り扱うリスクもなくなり、学校現場の精神的負担も軽減さ
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助金、私立保育園の園舎改修に対する補助金、都市公園等の遊具や市営住宅の修繕に要する
経費、滝野小・中学校の閉校記念事業に要する経費、学校徴収金の納付方法を口座振替に移行
するためのシステム導入に要する経費等のため、増額しました。

質疑

回答

※令和２年度決算審査特別委員会報告については、次号に掲載します。
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　このシステムを導入することで学校
の先生方の負担軽減と保護者が給食費
や校納金のために小銭を用意したりす
る手間が省ける一方で、児童生徒一人
当たり１回55円の口座振替手数料が
発生し、現時点の予定では各家庭の子
どもの人数分が必要になること、再振
替をしても引き落としができなかった方
には未納通知が発行され、金融機関で
支払う時に窓口で１回110円の手数料
がかかる予定となることがわかりまし
た。
　また、貧困や銀行口座が作れないな
ど、家庭により特別な理由がある場合
や、窓口払いの手数料110円が負担に
なるなどして、どうしても学校へ直接支
払うことになる児童生徒がでてくる場
合も考えられますので、このシステムを
運用していく上で、保護者の皆さんに
丁寧に説明をして理解を求めると共に、
児童生徒・家庭に寄り添った柔軟な対
応を求めました。

意見をつける理由

給食費等が口座振替に給食費等が口座振替に給食費等が口座振替に
「学校徴収金管理システム導入」

　令和４年４月から徴収事務の円滑化を図る
ため、すべての市立小・中学校で給食費や校
納金等の納付方法が口座振替に移行されます。

　今回は大川内保育園と久原保育園で
すが、施設の改修の要望に対応できて
いますか。
　また民営化で保育園の建替え等、市
の負担が大きい年の要望に影響はない
でしょうか。
　基本的には要望に対応できています。
また民営化に関する費用については福
祉基金の積立てで、この私立保育園整
備促進事業についてはふるさと応援基
金もしくは財政調整基金と色分けして
財政計画を立てています。

質疑

回答

保育園の改修保育園の改修保育園の改修
「私立保育園整備促進事業」

　私立保育園に対し園舎の改修に要する経
費を補助します。

伊万里保育園の民営化に向けて伊万里保育園の民営化に向けて伊万里保育園の民営化に向けて
　伊万里保育園の民営化に伴い、２つの園舎、
給食室、倉庫、機械室、管理人室を無償譲渡
します。

　物品など動産の明細は。
　備品台帳があり、議会での議決後、
あらためて法人と譲渡契約を結ぶ際に、
物品のリストも一緒につけるような形と
なります。また物品については議会の
議決は不要です。物によっては、「い
る」「いらない」も考えられますので法
人と話をしていきます。

質疑

回答

事業費：517万1,000円

事業費：890万8,000円
（国1/2、市1/4、事業主体1/4）

（委員長）岩﨑 義弥／（副委員長）山口 常人／盛 泰子／力武 勝範／樋渡 雅純／笠原 義久

　学校徴収金管理システム導入については、
口座振替に移行するまでに保護者へ丁寧な
説明を行い、理解を得るとともに、特別な
事情がある家庭及び児童・生徒へは柔軟な
対応をすること。

意 見

　派遣職員が派遣期間中に業務上の負
傷等の災害があり派遣先の労働者災害
補償を適応した場合、公務災害補償と
の差異が生じるのではないか。
　派遣職員に不利益が生じないよう、
労働者災害補償と公務災害補償との差
異については、補てんが必要だと考え
ている。

質疑

回答

　公立保育園の民営化を進める上で、保育士
等の市職員を移譲先である民営化後の保育園
に一定期間派遣することとなったため、公益的
法人等への一般職の地方公務員の派遣等に関
する法律に基づき、職員派遣に関し必要な事
項を定めるものです。

　新型コロナウイルス感染症の影響により、企
業・事業所等の活動に深刻な影響が出ている
ことから、売上が減少した中小事業者等に、支
援金が支給されます。支援対象者として、佐賀
県が実施する第3次佐賀型中小事業者応援金
の交付決定を受けている者、更に2つの要件を
満たしている市内事業者に、１事業者あたり一
律4万円を支給し、事業継続を支援するもので
す。
申請受付期間
　令和3年10月15日～令和4年1月31日

第2次貸切バス・タクシー・
自動車運転代行事業者支援
第2次貸切バス・タクシー・
自動車運転代行事業者支援
第2次貸切バス・タクシー・
自動車運転代行事業者支援

　新型コロナウイルス感染症の影響による行動
自粛等に伴い、深刻な影響を受けている市内
の貸切バス・タクシー・自動車運転代行事業者
に、緊急支援金を支給し事業継続を支援する
ものです。
　・貸切バス1車両当たり10万円
　　（3事業者、４９台）
　・タクシー 1車両当たり1万円
　　（５事業者、６２台）
　・自動車運転代行1車両当たり1万円
　　（１０事業者、１９台）

総
務
委
員
会
（
所
管
）総
務
部
、
総
合
政
策
部
、
出
納
室
、
選
挙
管
理
委
員
会
、
監
査
委
員
、
他
の
委
員
会
に
属
さ
な
い
事
項

公益的法人等への伊万里市職員
の派遣に関する条例制定

公益的法人等への伊万里市職員
の派遣に関する条例制定

公益的法人等への伊万里市職員
の派遣に関する条例制定

 　全戸配布後に転入された方への対
応はどうされるのか。
　２万2,000部を作成、そのうち1,000部
を予備として保管し、市民課窓口での
転入手続きの際、配布します。

質疑

回答

　申請書類の簡素化はできないのか。
　現時点では、前回と同じ申請書類を
考えているが、もう一度精査した上で
決めたい。

質疑
回答

「原子力防災のてびき」改訂「原子力防災のてびき」改訂「原子力防災のてびき」改訂

事業費：571万円 事業費：2,800万円

（委員長）山口 恭寿／（副委員長）前田 敏彦／坂本 繁憲／加藤 奈津実／梶山 太／松尾 雅宏／松永 孝三

第3次事業者緊急支援事業第3次事業者緊急支援事業第3次事業者緊急支援事業

　このてびきは、原子力災害により避難が必要
となった時に、市民がとるべき行動が分かりや
すく示されており、また、行政区ごとの避難
先・施設までの経路などが掲載されています。
平成30年度に全戸配布されていますが、掲載
内容の変更と追加を行い、全世帯に再度配布
されます。また、てびきの改定に併せて市ホー
ムページで公開されている「原子力防災マップ
（ウェブ版）」も更新されます。
　改定内容
　・避難する際の一時集合場所の変更
　・安定ヨウ素剤の緊急配布場所の名称変更
　・避難先施設の名称変更および廃止
　・新型コロナウイルス感染症対策の追加
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文
教
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生
委
員
会
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所
管
）健
康
福
祉
部
、
教
育
委
員
会

　このシステムを導入することで学校
の先生方の負担軽減と保護者が給食費
や校納金のために小銭を用意したりす
る手間が省ける一方で、児童生徒一人
当たり１回55円の口座振替手数料が
発生し、現時点の予定では各家庭の子
どもの人数分が必要になること、再振
替をしても引き落としができなかった方
には未納通知が発行され、金融機関で
支払う時に窓口で１回110円の手数料
がかかる予定となることがわかりまし
た。
　また、貧困や銀行口座が作れないな
ど、家庭により特別な理由がある場合
や、窓口払いの手数料110円が負担に
なるなどして、どうしても学校へ直接支
払うことになる児童生徒がでてくる場
合も考えられますので、このシステムを
運用していく上で、保護者の皆さんに
丁寧に説明をして理解を求めると共に、
児童生徒・家庭に寄り添った柔軟な対
応を求めました。

意見をつける理由

給食費等が口座振替に給食費等が口座振替に給食費等が口座振替に
「学校徴収金管理システム導入」

　令和４年４月から徴収事務の円滑化を図る
ため、すべての市立小・中学校で給食費や校
納金等の納付方法が口座振替に移行されます。

　今回は大川内保育園と久原保育園で
すが、施設の改修の要望に対応できて
いますか。
　また民営化で保育園の建替え等、市
の負担が大きい年の要望に影響はない
でしょうか。
　基本的には要望に対応できています。
また民営化に関する費用については福
祉基金の積立てで、この私立保育園整
備促進事業についてはふるさと応援基
金もしくは財政調整基金と色分けして
財政計画を立てています。

質疑

回答

保育園の改修保育園の改修保育園の改修
「私立保育園整備促進事業」

　私立保育園に対し園舎の改修に要する経
費を補助します。

伊万里保育園の民営化に向けて伊万里保育園の民営化に向けて伊万里保育園の民営化に向けて
　伊万里保育園の民営化に伴い、２つの園舎、
給食室、倉庫、機械室、管理人室を無償譲渡
します。

　物品など動産の明細は。
　備品台帳があり、議会での議決後、
あらためて法人と譲渡契約を結ぶ際に、
物品のリストも一緒につけるような形と
なります。また物品については議会の
議決は不要です。物によっては、「い
る」「いらない」も考えられますので法
人と話をしていきます。

質疑

回答

事業費：517万1,000円

事業費：890万8,000円
（国1/2、市1/4、事業主体1/4）

（委員長）岩﨑 義弥／（副委員長）山口 常人／盛 泰子／力武 勝範／樋渡 雅純／笠原 義久

　学校徴収金管理システム導入については、
口座振替に移行するまでに保護者へ丁寧な
説明を行い、理解を得るとともに、特別な
事情がある家庭及び児童・生徒へは柔軟な
対応をすること。

意 見

　派遣職員が派遣期間中に業務上の負
傷等の災害があり派遣先の労働者災害
補償を適応した場合、公務災害補償と
の差異が生じるのではないか。
　派遣職員に不利益が生じないよう、
労働者災害補償と公務災害補償との差
異については、補てんが必要だと考え
ている。

質疑

回答

　公立保育園の民営化を進める上で、保育士
等の市職員を移譲先である民営化後の保育園
に一定期間派遣することとなったため、公益的
法人等への一般職の地方公務員の派遣等に関
する法律に基づき、職員派遣に関し必要な事
項を定めるものです。

　新型コロナウイルス感染症の影響により、企
業・事業所等の活動に深刻な影響が出ている
ことから、売上が減少した中小事業者等に、支
援金が支給されます。支援対象者として、佐賀
県が実施する第3次佐賀型中小事業者応援金
の交付決定を受けている者、更に2つの要件を
満たしている市内事業者に、１事業者あたり一
律4万円を支給し、事業継続を支援するもので
す。
申請受付期間
　令和3年10月15日～令和4年1月31日

第2次貸切バス・タクシー・
自動車運転代行事業者支援
第2次貸切バス・タクシー・
自動車運転代行事業者支援
第2次貸切バス・タクシー・
自動車運転代行事業者支援

　新型コロナウイルス感染症の影響による行動
自粛等に伴い、深刻な影響を受けている市内
の貸切バス・タクシー・自動車運転代行事業者
に、緊急支援金を支給し事業継続を支援する
ものです。
　・貸切バス1車両当たり10万円
　　（3事業者、４９台）
　・タクシー 1車両当たり1万円
　　（５事業者、６２台）
　・自動車運転代行1車両当たり1万円
　　（１０事業者、１９台）

総
務
委
員
会
（
所
管
）総
務
部
、
総
合
政
策
部
、
出
納
室
、
選
挙
管
理
委
員
会
、
監
査
委
員
、
他
の
委
員
会
に
属
さ
な
い
事
項

公益的法人等への伊万里市職員
の派遣に関する条例制定

公益的法人等への伊万里市職員
の派遣に関する条例制定

公益的法人等への伊万里市職員
の派遣に関する条例制定

 　全戸配布後に転入された方への対
応はどうされるのか。
　２万2,000部を作成、そのうち1,000部
を予備として保管し、市民課窓口での
転入手続きの際、配布します。

質疑

回答

　申請書類の簡素化はできないのか。
　現時点では、前回と同じ申請書類を
考えているが、もう一度精査した上で
決めたい。

質疑
回答

「原子力防災のてびき」改訂「原子力防災のてびき」改訂「原子力防災のてびき」改訂

事業費：571万円 事業費：2,800万円

（委員長）山口 恭寿／（副委員長）前田 敏彦／坂本 繁憲／加藤 奈津実／梶山 太／松尾 雅宏／松永 孝三

第3次事業者緊急支援事業第3次事業者緊急支援事業第3次事業者緊急支援事業

　このてびきは、原子力災害により避難が必要
となった時に、市民がとるべき行動が分かりや
すく示されており、また、行政区ごとの避難
先・施設までの経路などが掲載されています。
平成30年度に全戸配布されていますが、掲載
内容の変更と追加を行い、全世帯に再度配布
されます。また、てびきの改定に併せて市ホー
ムページで公開されている「原子力防災マップ
（ウェブ版）」も更新されます。
　改定内容
　・避難する際の一時集合場所の変更
　・安定ヨウ素剤の緊急配布場所の名称変更
　・避難先施設の名称変更および廃止
　・新型コロナウイルス感染症対策の追加
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（委員長）井手 勲／（副委員長）川田 耕一／山口 常人／前田 敏彦／前田 邦幸／笠原 義久

・中央公民館（生涯学習センター）
・伊万里市歴史民俗資料館
・市民会館会議棟
・伊万里市老人福祉センター
これらの施設は、建設から約５０年が経過し、老
朽化のため、壁の亀裂や天井の剥がれ、雨漏りの
跡などが多数見られ、多くの窓も劣化により開閉が
困難な状況です。利用状況については、生涯学習
センター、老人福祉センターでは年間2万人近くの
方が利用されています。
伊万里市の施設計画においては、財政状況も踏

まえ、概ね１０年後に複合化による施設として整備
する方針とされています。

　市役所庁舎は築48年が経過し設備関係の老朽
化が進んでいます。今まで随時必要な修繕工事が
行われているので、早急な建替えは必要無いと考え
ていますが、将来建替えが必要と判断されたときに
は、伊万里・有田消防本部との複合化も視野に入
れ、現地建替えの方針です。 

市民会館本館周辺４施設について

市役所庁舎について

公共施設調査特別委員会

委員会設置の目的
本委員会は、市民会館本館跡地及び周辺施設と市役所庁舎の在り方について、市民との
意見交換を踏まえ、調査、提言を行うことを目的として設置されました。

調査の内容について
市民の関心が高い市民会館本館周辺施設、市役所庁舎について、現状と利用状況などの
現地確認を行いました。

　特別委員会では、区長会連合会をはじめ、商工会議所、文化連盟、老人クラブ連合会、伊万里
市小・中学校連合ＰＴＡと意見交換会を開催して、様々な意見をお伺いし、今後の施設の在り方
について調査・検討していきます。

市役所庁舎

市民会館本館及び周辺施設

中央公民館（生涯学習センター）現地調査

環
境
建
設
委
員
会
（
所
管
）市
民
生
活
部
・
建
設
農
林
水
産
部
・
上
下
水
道
部
・
農
業
委
員
会

質疑

回答

質疑

回答

公園の遊具整備公園の遊具整備公園の遊具整備
「河川公園管理事業・都市公園管理事業」
　令和2年度に実施した公園の遊具点検の結
果を基に、河川公園1か所、都市公園6か所の
遊具を整備しますが、まずはブランコのみを修
繕し使えるようにするものです。

質疑

回答

防災看板はわかりやすく防災看板はわかりやすく防災看板はわかりやすく
「ため池整備促進事業」

　ため池が決壊した時の浸水範囲や避難経路
などを示す「ため池ハザードマップ」を新たに
15か所分作成します。現在までに43か所作
成済みです。
　また、子どもの侵入防止、決壊時の危険性を
周知する防災看板を、370か所の防災重点農
業用ため池のうち22か所に設置し、今後看板
設置のための予算を要求していきます。

NPO法人にコロナ対策補助金NPO法人にコロナ対策補助金NPO法人にコロナ対策補助金
「NPO法人感染防止対策支援事業」

　市内で様々な分野で活動しているNPO法人
の感染防止対策として行う環境整備について、
消毒液や体温計、アクリル板の購入やトイレの
洋式化等に必要な事業費の9割、10万円を上
限に補助します。対象は15団体です。

　すべての遊具の修繕、整備が完了す
るまでの期間は。
　すべての修理の見積もりは取ってい
ないが、都市公園6か所、概算で約1
億5000万円。令和６年度までに国の
交付金事業で整備したい。

　 事業費：315万2,000円

購入する物品に制限はあるか。
　活動に際し感染防止対策に必要な物
品であれば対象としたい。

　　　事業費：150万円

　防災看板の表記内容は、子どもなど、
誰にでもわかりやすい表示か。
　子どもたちにも理解できるよう、県と
協議し、分かりやすい表記に努める。

事業費：4,100万円（県負担金）

（委員長）中山 光義／（副委員長）川田 耕一／西田 晃一郎／前田 邦幸／井手 勲／馬場 繁／前田 久年

　公園遊具の修繕については、早期に完了
するよう予算確保に努めること。

意 見

桃川親水公園の現地調査

市道提川・笠椎線の現地調査
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（委員長）井手 勲／（副委員長）川田 耕一／山口 常人／前田 敏彦／前田 邦幸／笠原 義久

・中央公民館（生涯学習センター）
・伊万里市歴史民俗資料館
・市民会館会議棟
・伊万里市老人福祉センター
これらの施設は、建設から約５０年が経過し、老
朽化のため、壁の亀裂や天井の剥がれ、雨漏りの
跡などが多数見られ、多くの窓も劣化により開閉が
困難な状況です。利用状況については、生涯学習
センター、老人福祉センターでは年間2万人近くの
方が利用されています。
伊万里市の施設計画においては、財政状況も踏

まえ、概ね１０年後に複合化による施設として整備
する方針とされています。

　市役所庁舎は築48年が経過し設備関係の老朽
化が進んでいます。今まで随時必要な修繕工事が
行われているので、早急な建替えは必要無いと考え
ていますが、将来建替えが必要と判断されたときに
は、伊万里・有田消防本部との複合化も視野に入
れ、現地建替えの方針です。 

市民会館本館周辺４施設について

市役所庁舎について

公共施設調査特別委員会

委員会設置の目的
本委員会は、市民会館本館跡地及び周辺施設と市役所庁舎の在り方について、市民との
意見交換を踏まえ、調査、提言を行うことを目的として設置されました。

調査の内容について
市民の関心が高い市民会館本館周辺施設、市役所庁舎について、現状と利用状況などの
現地確認を行いました。

　特別委員会では、区長会連合会をはじめ、商工会議所、文化連盟、老人クラブ連合会、伊万里
市小・中学校連合ＰＴＡと意見交換会を開催して、様々な意見をお伺いし、今後の施設の在り方
について調査・検討していきます。

市役所庁舎

市民会館本館及び周辺施設

中央公民館（生涯学習センター）現地調査

環
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質疑

回答

質疑

回答

公園の遊具整備公園の遊具整備公園の遊具整備
「河川公園管理事業・都市公園管理事業」
　令和2年度に実施した公園の遊具点検の結
果を基に、河川公園1か所、都市公園6か所の
遊具を整備しますが、まずはブランコのみを修
繕し使えるようにするものです。

質疑

回答

防災看板はわかりやすく防災看板はわかりやすく防災看板はわかりやすく
「ため池整備促進事業」

　ため池が決壊した時の浸水範囲や避難経路
などを示す「ため池ハザードマップ」を新たに
15か所分作成します。現在までに43か所作
成済みです。
　また、子どもの侵入防止、決壊時の危険性を
周知する防災看板を、370か所の防災重点農
業用ため池のうち22か所に設置し、今後看板
設置のための予算を要求していきます。

NPO法人にコロナ対策補助金NPO法人にコロナ対策補助金NPO法人にコロナ対策補助金
「NPO法人感染防止対策支援事業」

　市内で様々な分野で活動しているNPO法人
の感染防止対策として行う環境整備について、
消毒液や体温計、アクリル板の購入やトイレの
洋式化等に必要な事業費の9割、10万円を上
限に補助します。対象は15団体です。

　すべての遊具の修繕、整備が完了す
るまでの期間は。
　すべての修理の見積もりは取ってい
ないが、都市公園6か所、概算で約1
億5000万円。令和６年度までに国の
交付金事業で整備したい。

　 事業費：315万2,000円

購入する物品に制限はあるか。
　活動に際し感染防止対策に必要な物
品であれば対象としたい。

　　　事業費：150万円

　防災看板の表記内容は、子どもなど、
誰にでもわかりやすい表示か。
　子どもたちにも理解できるよう、県と
協議し、分かりやすい表記に努める。

事業費：4,100万円（県負担金）

（委員長）中山 光義／（副委員長）川田 耕一／西田 晃一郎／前田 邦幸／井手 勲／馬場 繁／前田 久年

　公園遊具の修繕については、早期に完了
するよう予算確保に努めること。

意 見

桃川親水公園の現地調査

市道提川・笠椎線の現地調査
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７月１日、７月14日、８月19日までの３回の委

員会で、特別委員会での調査の方針について協議

を進め、専門家の選定を検討し、株式会社地方議

会総合研究所代表取締役の廣瀬和彦氏を選定しま

した。

この時点では、佐賀県内の新型コロナウイルス

感染症が急激な拡大の状況ではなかったことか

ら、オンラインによる講師の講話や、参集範囲を出

来る限り少数に制限する等の対策を講じた上で、

専門家との意見交換会を市民センター文化ホール

で開催することについて、企画・検討しておりまし

た。

（委員長）松尾 雅宏／（副委員長）松永 孝三／岩﨑 義弥／中山 光義／馬場 繁／前田 久年

その後、県内において新型コロナウイルス感染

症が急激に拡大し、８月27日から９月12日まで佐

賀県内の一部地区でまん延防止等重点措置が適用

されました。また、８月中は伊万里市内でも新型コ

ロナウイルス感染症患者の発生が続いていまし

た。

そのような中、９月３日に委員会を開催し、新型

コロナウイルスの感染が拡大する状況で、広く市民

の皆様を集めた意見交換会を実施することについ

ては、再度検討する必要があるとの議論が交わさ

れました。加えて、オンラインで講師と質問、回答

のやりとりをする形式の意見交換会を実施するた

めには、市民センター文化ホールの通信環境等が

十分に整っていなかったことが分かりました。こう

したことを踏まえた議論の結果、本委員会は10月

15日に予定しておりました専門家との意見交換会

については延期とすることを決定しました。

議員定数適正化調査特別委員会

意見交換会の延期について

伊万里市の適正な議員定数の調査・研究を行う

上で、専門家から貴重なご意見をいただくことは

大変重要であります。新型コロナウイルス感染症

の感染状況を見ながら、専門家の意見を伺う方法

について模索します。また、専門家の意見をいた

だきながら、広く市民の皆様の意見を踏まえ、適正

な議員定数についての調査・研究を進める予定で

す。

今後について

専門家の選定と意見交換会の
検討について

委員会設置の目的
本委員会は、議会としての機能を果たす上で必要かつ適正な議員定数について、専門家の意
見を市民と共有しながら調査・提言を行うことを目的に設置されました。

一　般　質　問（質問順）

議員名 質　問　事　項 議員名 質　問　事　項
 １．伊万里市家庭児童相談室について
　⑴家庭児童相談室の役割
　⑵ 相談件数と内容
　⑶ 職員の配置と資格
　⑷ 関係機関との連携
　⑸ 課題
　⑹ 今後
１．通学路の緊急合同点検について
⑴ 通学路交通安全プログラム
⑵ 今回の緊急合同点検実施について
⑶ 今後の対応
 １．色弱「色覚の多様性」の理解と配慮
⑴ 色覚バリアフリーの取り組み状況
⑵ 小・中学校での対応
⑶ 市職員採用時および採用後
⑷ 市長の考え
２．市ホームページが表示されない問題
⑴ 事件の経緯
⑵ システム保守業者の説明は正しかったの
か

 １．大雨に伴う市の対応について
⑴ 大雨による市の対応状況
⑵ 避難所開設時の職員体制
⑶ ダム強制放流時の下流域への周知方法
⑷ 防災重点ため池の今後の点検と管理
２．深浦市長二選出馬について
⑴ 一期目の総括と今後の市政課題
⑵ 二選出馬について
 １．公共下水道について
⑴ 施設の能力と現状
⑵ 豪雨対策について
２．コロナ禍における教育行政について
⑴ 教育現場の現状
⑵ 今後の対応について
３．大坪保育園・コミュニティセンター複合
施設について

⑴ 現在までの建設工事の状況
⑵ 周辺の整備について
 １．まちづくり対策について
⑴ まちづくり運営協議会
⑵ 小規模多機能自治
２．地域おこし協力隊について
　⑴ 募集及び配置地域
　⑵ 本年度の計画
３．人・農地プランについて
⑴ 現在の作成状況
⑵ 今後の対策
⑶ プランの中での農業用ため池の浚渫計画
４．農業経営収入保険について
　⑴ 保険料補助

西田晃一郎

樋渡　雅純

岩﨑　義弥

中山　光義

前田　邦幸

力武　勝範

１．児童・生徒の学習環境整備
　⑴ 小・中学校のネット環境
　⑵ ひとり親家庭の学習支援事業
２．市職員の男女協働参画
　⑴ これまでのアンケート結果で生かされた

こと
　⑵ 育児休業取得
３．原子力防災
　⑴ 県議への要請事項
　⑵ ＮＰＯ栄町地域づくり会からの報告書を

受けて
 １．深浦市政の総括
　⑴ 実績
　⑵ 公約の達成率について
　⑶ ２選出馬表明について
２．第２次事業者緊急支援事業について
　⑴ 市の事業者支援事業について
　⑵ 今後の計画について
 １．道路整備について
　⑴ 市道の整備取組について
　⑵ 新たな道路の建設について
２．学校の部活動について
　⑴ 学校教育の推進について
　⑵ 運動部活動の支援強化について
１．人口減少社会を生き抜く、持続可能な地
域づくり

　⑴ 地方創生（人口減少対策）のこれまでの
取組み

　⑵ いまりコミュニティミーティングについ
て

　⑶ 行政区の活性化に対する支援について
　⑷ 行政区の統合問題等に対するサポートに

ついて
　⑸ 小・中学校における交通安全指導につい

て
　⑹ 通学路の整備状況について
　⑺ スクールバスについて
　⑻ 人口減少対策について
１．小・中学校における学校徴収金管理シス
テムの導入について

　⑴ 学校徴収金管理システムの概要
　⑵ 導入にあたっての保護者負担及び現場の

サポート体制
　⑶ 学校給食費の収納率及び未納額
　⑷ 学校給食費の未納への対応
２．大雨に伴う市の対応について
　⑴ 気象庁の警報発令から市の避難情報発令

までの流れ
　⑵ 保育施設の対応
　⑶ 市ホームページにおける災害箇所の表示

方法

盛　　泰子

山口　恭寿

馬場　　繁

前田　久年

加藤奈津実
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７月１日、７月14日、８月19日までの３回の委

員会で、特別委員会での調査の方針について協議

を進め、専門家の選定を検討し、株式会社地方議

会総合研究所代表取締役の廣瀬和彦氏を選定しま

した。

この時点では、佐賀県内の新型コロナウイルス

感染症が急激な拡大の状況ではなかったことか

ら、オンラインによる講師の講話や、参集範囲を出

来る限り少数に制限する等の対策を講じた上で、

専門家との意見交換会を市民センター文化ホール

で開催することについて、企画・検討しておりまし

た。

（委員長）松尾 雅宏／（副委員長）松永 孝三／岩﨑 義弥／中山 光義／馬場 繁／前田 久年

その後、県内において新型コロナウイルス感染

症が急激に拡大し、８月27日から９月12日まで佐

賀県内の一部地区でまん延防止等重点措置が適用

されました。また、８月中は伊万里市内でも新型コ

ロナウイルス感染症患者の発生が続いていまし

た。

そのような中、９月３日に委員会を開催し、新型

コロナウイルスの感染が拡大する状況で、広く市民

の皆様を集めた意見交換会を実施することについ

ては、再度検討する必要があるとの議論が交わさ

れました。加えて、オンラインで講師と質問、回答

のやりとりをする形式の意見交換会を実施するた

めには、市民センター文化ホールの通信環境等が

十分に整っていなかったことが分かりました。こう

したことを踏まえた議論の結果、本委員会は10月

15日に予定しておりました専門家との意見交換会

については延期とすることを決定しました。

議員定数適正化調査特別委員会

意見交換会の延期について

伊万里市の適正な議員定数の調査・研究を行う

上で、専門家から貴重なご意見をいただくことは

大変重要であります。新型コロナウイルス感染症

の感染状況を見ながら、専門家の意見を伺う方法

について模索します。また、専門家の意見をいた

だきながら、広く市民の皆様の意見を踏まえ、適正

な議員定数についての調査・研究を進める予定で

す。

今後について

専門家の選定と意見交換会の
検討について

委員会設置の目的
本委員会は、議会としての機能を果たす上で必要かつ適正な議員定数について、専門家の意
見を市民と共有しながら調査・提言を行うことを目的に設置されました。

◆市議会ホームページから一般質問の動画が視聴できます。「伊万里市議会」で検索。または、表紙のQRコードからご覧ください。

一　般　質　問（質問順）

議員名 質　問　事　項 議員名 質　問　事　項
 １．伊万里市家庭児童相談室について
　⑴家庭児童相談室の役割
　⑵ 相談件数と内容
　⑶ 職員の配置と資格
　⑷ 関係機関との連携
　⑸ 課題
　⑹ 今後
１．通学路の緊急合同点検について
⑴ 通学路交通安全プログラム
⑵ 今回の緊急合同点検実施について
⑶ 今後の対応
 １．色弱「色覚の多様性」の理解と配慮
⑴ 色覚バリアフリーの取り組み状況
⑵ 小・中学校での対応
⑶ 市職員採用時および採用後
⑷ 市長の考え
２．市ホームページが表示されない問題
⑴ 事件の経緯
⑵ システム保守業者の説明は正しかったの
か

 １．大雨に伴う市の対応について
⑴ 大雨による市の対応状況
⑵ 避難所開設時の職員体制
⑶ ダム強制放流時の下流域への周知方法
⑷ 防災重点ため池の今後の点検と管理
２．深浦市長二選出馬について
⑴ 一期目の総括と今後の市政課題
⑵ 二選出馬について
 １．公共下水道について
⑴ 施設の能力と現状
⑵ 豪雨対策について
２．コロナ禍における教育行政について
⑴ 教育現場の現状
⑵ 今後の対応について
３．大坪保育園・コミュニティセンター複合
施設について

⑴ 現在までの建設工事の状況
⑵ 周辺の整備について
 １．まちづくり対策について
⑴ まちづくり運営協議会
⑵ 小規模多機能自治
２．地域おこし協力隊について
　⑴ 募集及び配置地域
　⑵ 本年度の計画
３．人・農地プランについて
⑴ 現在の作成状況
⑵ 今後の対策
⑶ プランの中での農業用ため池の浚渫計画
４．農業経営収入保険について
　⑴ 保険料補助

西田晃一郎

樋渡　雅純

岩﨑　義弥

中山　光義

前田　邦幸

力武　勝範

１．児童・生徒の学習環境整備
　⑴ 小・中学校のネット環境
　⑵ ひとり親家庭の学習支援事業
２．市職員の男女協働参画
　⑴ これまでのアンケート結果で生かされた

こと
　⑵ 育児休業取得
３．原子力防災
　⑴ 県議への要請事項
　⑵ ＮＰＯ栄町地域づくり会からの報告書を

受けて
 １．深浦市政の総括
　⑴ 実績
　⑵ 公約の達成率について
　⑶ ２選出馬表明について
２．第２次事業者緊急支援事業について
　⑴ 市の事業者支援事業について
　⑵ 今後の計画について
 １．道路整備について
　⑴ 市道の整備取組について
　⑵ 新たな道路の建設について
２．学校の部活動について
　⑴ 学校教育の推進について
　⑵ 運動部活動の支援強化について
１．人口減少社会を生き抜く、持続可能な地
域づくり

　⑴ 地方創生（人口減少対策）のこれまでの
取組み

　⑵ いまりコミュニティミーティングについ
て

　⑶ 行政区の活性化に対する支援について
　⑷ 行政区の統合問題等に対するサポートに

ついて
　⑸ 小・中学校における交通安全指導につい

て
　⑹ 通学路の整備状況について
　⑺ スクールバスについて
　⑻ 人口減少対策について
１．小・中学校における学校徴収金管理シス
テムの導入について

　⑴ 学校徴収金管理システムの概要
　⑵ 導入にあたっての保護者負担及び現場の

サポート体制
　⑶ 学校給食費の収納率及び未納額
　⑷ 学校給食費の未納への対応
２．大雨に伴う市の対応について
　⑴ 気象庁の警報発令から市の避難情報発令

までの流れ
　⑵ 保育施設の対応
　⑶ 市ホームページにおける災害箇所の表示

方法

盛　　泰子

山口　恭寿

馬場　　繁

前田　久年

加藤奈津実
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１
事
業
者
４
万
円
は
近
隣
自
治

体
（
有
田
町
・
唐
津
市
・
多
久
市
10
万
、

武
雄
市
20
万
）と
比
べ
る
と
半
分
以
下
。

あ
ま
り
に
少
な
い
の
で
は
な
い
か
。

　
　
　

総
合
政
策
部
長　

　

本
市
で
は
、
他
市
と
違
い
売
上
げ
が

減
少
し
た
事
業
者
に
対
し
一
律
４
万
円

と
し
て
い
る
。
ま
た
、
小
中
学
校
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
等
の
公
共
施
設

に
お
け
る
感
染
症
予
防
対
策
の
必
要
が

あ
っ
た
。

　
　
　

コ
ロ
ナ
の
交
付
金
は
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
ト
イ
レ
の
洋
式
化
に

使
わ
れ
て
い
る
。
切
実
に
困
っ
て
い
る

方
に
対
し
て
、
４
万
円
以
上
の
支
援
を

行
う
べ
き
で
あ
っ
た
。
ト
イ
レ
の
改
修

な
ど
は
市
単
独
ま
た
は
、
コ
ロ
ナ
対
策

の
交
付
金
と
は
別
の
国
の
補
助
で
で
き

な
か
っ
た
の
か
。

　
　
　

総
合
政
策
部
長

　

該
当
す
る
補
助
制
度
は
な
く
、
財
政

的
に
市
単
独
で
は
無
理
で
あ
っ
た
。

質
問

答
弁

質
問

答
弁

　
深
浦
市
政
の
総
括

　
　
　

散
弾
銃
射
撃
場
の
鉛
汚
染
対
策

で
は
、
市
長
が
就
任
１
年
目
に
副
市
長

が
問
題
提
起
を
な
さ
れ
、
そ
れ
を
任
期

最
後
の
年
に
検
討
、
来
年
当
選
後
に
予

算
を
つ
け
て
行
う
と
い
う
や
り
か
た
は

ひ
ど
い
と
思
う
が
。

　
　
　

市
長

　

行
う
こ
と
を
評
価
し
て
ほ
し
い
。

　
　
　

３
年
で
伊
万
里
市
の
借
金
が
55

億
円
減
っ
た
と
い
う
が
。

　
　
　

総
合
政
策
部
長

　

緊
急
性
や
必
要
性
の
高
い
事
業
を
選

択
し
、
原
則
と
し
て
単
年
度
の
借
入
額

を
元
金
償
還
額
以
内
に
抑
え
た
た
め
。

　
　
　

今
は
、
コ
ロ
ナ
の
非
常
時
で
あ

る
。
55
億
円
も
の
借
金
を
減
ら
せ
る
の

な
ら
、
４
万
円
で
は
な
く
苦
し
ん
で
い

る
事
業
者
救
済
に
使
う
べ
き
で
は
。

　
　
　

市
長

　

議
会
の
承
認
を
得
て
行
っ
て
い
る
。

　
　
　

市
長
の
公
約
の
達
成
率
は
。

　
　
　

市
長

　

公
約
の
達
成
率
を
出
す
考
え
は
も
っ

て
い
な
い
。

　
　
　

２
期
目
の
出
馬
は
。

　
　
　

市
長　

　

公
約
等
を
検
討
し
出
る
。

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

山
口
　
恭
寿

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
の
事
業
者

支
援
事
業
に
つ
い
て

　
　
　
　

①
武
雄
市
な
ど
で
行
わ
れ
て
い

る
学
習
支
援
事
業
に
つ
い
て
、
伊
万
里

で
の
開
催
は
。
②
ど
の
よ
う
な
課
題
が

あ
る
か
。数
年
前
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、

大
坪
校
区
等
で
複
数
の
希
望
が
あ
っ
た
。

　
　
　

健
康
福
祉
部
長

　

①
佐
賀
県
母
子
寡
婦
連
合
会
が
県
の

委
託
を
受
け
て
小
中
学
生
を
対
象
に
無

料
で
行
っ
て
お
ら
れ
、
来
年
度
か
ら
伊

万
里
で
も
始
め
た
い
と
の
話
が
あ
っ

た
。
②
参
加
希
望
者
や
学
習
支
援
を
行

う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募
集
、
実
施
場
所

の
選
定
な
ど
が
あ
り
、
連
合
会
と
協
議

し
、
広
報
等
に
協
力
し
て
い
く
。

 

小
・
中
学
校
の
ネ
ッ
ト
環
境

　
　
　

オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
と
な
っ
た
教

育
研
究
大
会
に
参
加
し
た
。
素
晴
ら
し

い
内
容
だ
っ
た
が
、
学
校
の
ネ
ッ
ト
環

境
が
悪
く
途
中
で
画
面
が
固
ま
る
状
況

が
何
度
も
あ
り
残
念
だ
っ
た
。
普
段
の

授
業
中
に
も
起
き
て
い
る
と
聞
き
、
環

質
問

答
弁

質
問

境
整
備
を
急
ぐ
必
要
が
あ
る
。

　
　
　

①
教
育
部
長
、
②
市
長

　

①
校
内
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
ギ
ガ
ス

ク
ー
ル
の
事
業
で
一
新
し
た
が
、
学
校

外
へ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
５
校
ず
つ
を

ま
と
め
て
通
信
す
る
よ
う
構
築
さ
れ
た

既
存
の
環
境
を
利
用
し
て
お
り
、
相
応

の
年
数
が
経
過
。
特
定
の
時
間
に
使
用

が
集
中
し
た
場
合
に
は
通
信
し
づ
ら
い

状
況
に
あ
る
こ
と
を
確
認
し
、
現
時
点

で
で
き
る
対
応
は
行
っ
て
い
る
。
②
抜

本
的
に
解
決
し
、
子
ど
も
た
ち
が
快
適

に
使
え
る
環
境
づ
く
り
を
目
指
し
た

い
。
関
係
機
関
と
協
議
し
な
が
ら
、
予

算
を
含
め
て
早
急
に
解
決
し
た
い
。

　
原
子
力
防
災

　
　
　

①
県
議
と
の
懇
談
会
で
の
内

容
、
②
栄
町
地
域
づ
く
り
会
か
ら
の
報

告
書
で
ど
ん
な
指
摘
が
あ
っ
た
か
。

　
　
　

総
務
部
長

　

①
コ
ロ
ナ
禍
な
ど
で
避
難
所
が
不
足

す
る
こ
と
、
避
難
用
バ
ス
の
手
配
に
懸

念
が
あ
る
こ
と
、
避
難
所
で
使
用
す
る

備
蓄
品
の
確
保
等
は
県
が
主
体
と
な
っ

て
進
め
る
べ
き
こ
と
。
②
栄
町
（
大
坪

町
）
の
原
発
事
故
時
避
難
先
の
太
良
町

は
非
常
に
遠
い
。
ま
た
屋
内
退
避
の
際

に
高
齢
者
の
み
の
世
帯
は
地
域
内
に
あ

る
「
支
温
の
家
」
を
福
祉
避
難
所
と
し

て
使
用
し
た
い
と
の
申
し
出
が
あ
っ
た
。

答
弁

質
問

答
弁

盛
　
　
泰
子

ひ
と
り
親
家
庭
の

学
習
支
援
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定

例

会

お
知
ら
せ

常
任
委
員
会

特
別
委
員
会

一
般
質
問

　
　
　

①
東
陵
中
学
校
が
開
校
し
て
2８

年
経
つ
が
、
い
ま
だ
に
通
学
路
の
市
道

大
坪
・
桃
川
線
及
び
古
川
・
村
分
線
が

整
備
で
き
て
い
な
い
。
こ
の
取
り
組
み

を
市
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

②
伊
万
里
東
部
工
業
団
地
の
完
成
に
伴

い
、
国
道
２
０
２
号
（
西
九
州
道
伊
万

里
東
府
招
Ｉ
Ｃ
入
口
）
と
国
道
４
９
８

号
（
松
浦
バ
イ
パ
ス
）
を
結
ぶ
道
路
の

持
つ
意
義
も
変
わ
っ
て
き
て
い
る
。
こ

の
道
路
を
県
道
に
路
線
認
定
す
る
こ
と

に
つ
い
て
市
長
の
考
え
は
。

　
　
　

建
設
農
林
水
産
部
長

　

①
市
道
大
坪
・
桃
川
線
は
松
浦
町
の

大
半
の
生
徒
が
利
用
し
て
お
り
、
整
備

が
必
要
な
こ
と
は
十
分
認
識
し
て
い

る
。
来
年
度
か
ら
計
画
し
て
い
る
大
川

町
方
面
の
市
道
提
川
・
川
西
線
の
進
捗

を
見
通
し
て
取
り
組
ん
で
行
き
た
い
。

ま
た
市
道
古
川
・
村
分
線
も
重
要
な
道

路
と
認
識
を
し
て
お
り
、
将
来
的
に
は

改
良
工
事
を
行
い
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　

市
長

質
問

答
弁

答
弁

　

②
こ
の
道
路
が
実
現
す
れ
ば
、
伊
万

里
東
部
工
業
団
地
と
の
ア
ク
セ
ス
や
地

域
活
性
化
、
原
発
事
故
の
避
難
道
路
な

ど
大
き
な
役
割
を
期
待
で
き
る
も
の
と

考
え
て
い
る
。
県
道
の
路
線
認
定
は
用

件
を
満
た
せ
ば
実
現
可
能
と
思
わ
れ
る

の
で
、
今
後
の
状
況
を
見
な
が
ら
道
路

建
設
が
必
要
と
な
れ
ば
、
市
と
し
て
県

道
に
路
線
認
定
を
働
き
か
け
て
い
き
た

い
。

  

学
校
の
部
活
動
に
つ
い
て

　
　
　

文
部
科
学
省
で
は
、
運
動
部
活

動
は
学
校
教
育
活
動
の
一
環
と
し
て
欠

か
す
こ
と
が
で
き
な
い
と
す
る
一
方

で
、
学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
を
進

め
る
必
要
か
ら
部
活
動
指
導
員
制
度
が

つ
く
ら
れ
、
県
内
の
多
く
の
市
町
が
運

用
し
て
い
る
が
、
本
市
も
部
活
動
の
支

援
強
化
に
活
用
す
る
考
え
は
な
い
か
。

　
　
　

教
育
長

　

部
活
動
指
導
員
は
平
成
29
年
度
に
制

度
化
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
顧
問
の
教
員
が

担
っ
て
き
た
実
技
指
導
や
対
外
試
合
等

の
引
率
に
携
わ
り
、
継
続
的
・
専
門
的

な
指
導
が
可
能
に
な
る
が
、
こ
の
任
用

に
は
条
件
が
あ
り
、
本
市
で
は
こ
の
条

件
に
合
致
せ
ず
配
置
を
し
て
い
な
い
。

今
後
、
効
率
的
・
効
果
的
な
学
校
の
部

活
動
を
支
え
る
た
め
、
条
件
を
整
備
し

部
活
動
指
導
員
の
確
保
に
努
め
た
い
。

質
問

答
弁

馬
場
　
　
繁

道
路
整
備
に
つ
い
て

　
　
　

人
口
減
少
が
進
む
中
、
市
は
ど

の
よ
う
な
対
応
を
行
っ
て
き
た
の
か
。

　
　
　

総
合
政
策
部
長

　

人
口
減
少
は
地
域
の
担
い
手
不
足
に

よ
り
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
が
困

難
と
な
っ
た
り
、
働
き
手
が
不
足
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
地
域
産
業
の
衰
退
を

招
い
た
り
す
る
な
ど
、
市
民
の
皆
様
の

生
活
に
大
き
な
影
響
を
も
た
ら
し
、
市

の
活
動
低
下
に
直
結
す
る
重
大
な
問
題

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
平
成
27
年

に
伊
万
里
市
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
及
び
第
１

期
伊
万
里
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
総
合
戦
略
を
、
更
に
令
和
２
年
９
月

に
は
第
２
期
総
合
戦
略
を
策
定
し
、
継

続
し
て
地
方
創
生
に
向
け
て
取
り
組
み

を
推
進
し
対
応
し
て
い
る
。

　
　
　

行
政
区
の
活
性
化
に
対
す
る
支

援
に
つ
い
て
は
ど
う
し
て
い
る
か
。

　
　
　

市
民
生
活
部
長

　

今
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
を

活
用
し
、
エ
ア
コ
ン
設
置
や
ト
イ
レ
の

質
問

答
弁

質
問

答
弁

洋
式
化
、
空
気
清
浄
機
の
購
入
費
補
助

な
ど
、
自
治
公
民
館
の
感
染
症
対
策
と

利
便
性
向
上
に
向
け
た
環
境
整
備
に
対

す
る
支
援
も
行
っ
て
い
る
。

　
　
　

行
政
区
の
統
廃
合
問
題
に
対
す

る
サ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て
。

　
　
　

総
務
部
長

　

行
政
区
の
統
廃
合
に
つ
い
て
検
討
さ

れ
る
場
合
は
、
市
と
し
て
も
こ
れ
ま
で

何
度
か
相
談
に
応
じ
支
援
し
て
き
た
。

地
元
の
意
向
に
沿
っ
て
、
統
合
等
の
手

法
や
工
程
の
ほ
か
、
行
政
区
と
し
て
整

理
が
必
要
と
な
る
課
題
の
洗
い
出
し
な

ど
、
様
々
な
角
度
か
ら
必
要
な
助
言
や

サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

　
　
　

ス
ク
ー
ル
バ
ス
に
つ
い
て
。

　
　
　

教
育
部
長

　

通
学
路
に
お
け
る
事
故
や
不
審
者
に

よ
る
声
掛
け
、
つ
き
ま
と
い
な
ど
防
犯

上
の
問
題
も
毎
年
報
告
さ
れ
て
お
り
、

児
童
生
徒
の
安
全
確
保
に
向
け
た
更
な

る
取
り
組
み
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

　

教
育
委
員
会
と
し
て
も
、
ス
ク
ー
ル

バ
ス
の
運
行
を
し
て
い
る
学
校
で
は
、

運
行
基
準
の
見
直
し
も
児
童
生
徒
の
安

全
確
保
の
一
つ
の
手
段
と
考
え
て
お

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
実
情
に
応
じ

た
対
応
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

質
問

答
弁

質
問

答
弁

前
田
　
久
年

持
続
可
能
な

地
域
づ
く
り
の
取
り
組
み
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定

例

会

お
知
ら
せ

常
任
委
員
会

特
別
委
員
会

一
般
質
問

　
　
　

ど
の
よ
う
な
相
談
窓
口
か
。

　
　
　

健
康
福
祉
部
長

　

心
身
に
障
害
あ
る
児
童
の
相
談
に
応

じ
、
適
切
な
指
導
と
助
言
を
し
、
そ
の

健
全
な
育
成
を
図
る
。
ま
た
、
適
切
な

保
護
を
図
る
た
め
に
必
要
な
情
報
共
有

及
び
支
援
内
容
の
協
議
を
行
い
、
市
内

の
０
歳
か
ら
１８
歳
ま
で
の
子
ど
も
全
般

の
相
談
窓
口
。

　
　
　

相
談
件
数
と
内
容
は
。

　
　
　

健
康
福
祉
部
長

　

令
和
２
年
度
は
、１
５
２
４
件
。年
々

増
加
傾
向
。
主
な
内
容
は
、
虐
待
に
関

す
る
相
談
が
１
１
１
０
件
。
特
定
妊
婦

や
ネ
グ
レ
ク
ト
疑
い
な
ど
３
１
７
件
。

　
　
　

相
談
経
路
は
。

　
　
　

健
康
福
祉
部
長

　

学
校
か
ら
４
７
０
件
。
保
育
所
２
２

１
件
。
家
族
・
親
戚
か
ら
２
０
９
件
。

と
な
っ
て
い
る
。
子
ど
も
と
接
す
る
機

会
が
多
い
と
こ
ろ
か
ら
の
相
談
が
上
位

を
占
め
て
い
る
。

　
　
　

担
当
職
員
の
配
置
と
資
格
は
。

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

　
　
　

健
康
福
祉
部
長

　

勤
務
時
間
が
午
前
９
時
か
ら
午
後
３

時
４５
分
ま
で
で
、
週
４
日
勤
務
の
会
計

年
度
任
用
職
員
３
名
が
、
家
庭
児
童
相

談
員
と
し
て
対
応
し
て
い
る
。資
格
は
、

教
員
免
許
を
所
持
し
て
い
て
、
小
中
学

校
で
の
勤
務
経
験
を
生
か
し
相
談
業
務

に
あ
た
っ
て
い
る
。

　
　
　

家
庭
児
童
相
談
室
を
含
め
て
市

の
児
童
に
関
す
る
相
談
・
支
援
体
制
に

お
け
る
課
題
は
。

　
　
　

健
康
福
祉
部
長

　

相
談
件
数
は
増
加
傾
向
。
内
容
も
多

岐
に
わ
た
る
も
の
が
多
く
、
通
常
の
勤

務
時
間
内
で
は
対
応
で
き
な
い
ケ
ー
ス

も
あ
る
。
ま
た
、
緊
急
度
の
高
い
ケ
ー

ス
に
、
時
間
外
勤
務
で
対
応
す
る
こ
と

が
増
え
て
い
る
。
更
に
、
複
雑
な
問
題

を
抱
え
る
家
庭
が
多
く
、
各
関
係
機
関

と
の
連
携
を
図
っ
て
い
る
が
、
そ
の
業

務
の
難
し
さ
か
ら
、
専
門
的
な
知
識
を

持
つ
人
材
確
保
に
も
苦
慮
し
て
い
る
。

　
　
　

今
後
の
相
談
支
援
体
制
は
。

　
　
　

市
長

　

今
後
の
相
談
件
数
の
増
加
や
相
談
内

容
の
複
雑
化
の
状
況
に
よ
っ
て
は
、
職

員
の
配
置
に
つ
い
て
配
慮
が
必
要
と

な
っ
て
く
る
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、

教
職
員
免
許
状
取
得
者
以
外
の
専
門
資

格
を
持
っ
た
職
員
配
置
に
つ
い
て
も
、

今
後
必
要
に
応
じ
て
国
の
動
向
を
見
な

が
ら
検
討
し
た
い
。

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

西
田
晃
一
郎

家
庭
児
童
相
談
室
に

つ
い
て

　
　
　

警
報
、
避
難
指
示
、
警
戒
レ
ベ

ル
「
相
当
」
な
ど
の
情
報
が
錯
綜
し
て

お
り
、
市
民
に
混
乱
を
招
い
て
い
る
。

分
か
り
や
す
く
説
明
し
て
ほ
し
い
。

　
　
　

総
務
部
長

　

警
戒
レ
ベ
ル
「
相
当
」
は
、
気
象
情

報
や
河
川
の
水
位
情
報
な
ど
の
数
値
的

な
も
の
を
基
準
と
し
て
画
一
的
に
レ
ベ

ル
に
当
て
は
め
、
市
民
が
避
難
行
動
を

行
う
た
め
の
参
考
情
報
と
し
て
気
象
庁

が
発
表
す
る
も
の
。

　

気
象
庁
が
発
表
す
る
気
象
情
報
や
雨

量
、
土
砂
災
害
の
危
険
度
、
河
川
の
水

位
、
ダ
ム
の
状
況
な
ど
の
様
々
な
情
報

を
総
合
的
に
判
断
し
て
、
市
は
警
戒
レ

ベ
ル
と
避
難
指
示
を
発
令
し
て
い
る
。

　

気
象
庁
と
市
の
発
令
が
必
ず
し
も
同

じ
で
あ
る
と
は
限
ら
な
い
の
で
、
気
象

庁
の
警
報
等
が
発
令
さ
れ
た
ら
、
市
か

ら
出
る
情
報
に
備
え
確
認
し
て
ほ
し
い
。

　
　
　

８
月
の
長
雨
で
市
内
の
保
育
所

が
数
日
間
に
わ
た
り
休
園
す
る
事
態
と

な
っ
た
が
、
そ
の
後
の
臨
時
園
長
会
等

質
問

答
弁

質
問

で
の
振
り
返
り
は
ど
う
だ
っ
た
か
。

　
　
　

健
康
福
祉
部
長

　

避
難
情
報
発
令
で
休
園
に
な
っ
た
場

合
は
、
昨
年
度
か
ら
保
育
施
設
に
後
日

ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
っ
て
い
る
。

　

今
回
の
災
害
に
対
す
る
休
園
と
い
う

判
断
は
概
ね
良
か
っ
た
と
い
う
意
見

だ
っ
た
。
雨
が
止
ん
で
も
そ
れ
ま
で
の

長
雨
で
地
盤
が
緩
ん
で
お
り
、
園
へ
の

送
迎
や
出
勤
の
道
中
に
倒
木
や
土
砂
崩

れ
に
巻
き
込
ま
れ
て
し
ま
う
危
険
性
が

あ
る
。
平
常
時
は
保
育
が
必
要
な
子
ど

も
を
預
か
る
施
設
だ
が
、
災
害
時
は
園

児
や
保
育
者
の
命
を
守
る
こ
と
が
第
一
。

　
　
　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
通
行
止
め

情
報
が
「
市
道
○
号
線
」
と
い
う
文
字

の
み
で
は
ど
こ
か
分
か
ら
な
い
。
既
存

の
地
図
情
報
ア
プ
リ
を
活
用
し
て
地
図

上
で
分
か
り
や
す
く
表
示
す
る
の
が
ベ

ス
ト
だ
と
思
う
が
、
せ
め
て
分
か
り
や

す
い
説
明
文
を
載
せ
る
か
、
地
図
に
線

を
引
い
た
も
の
で
も
良
い
の
で
写
真
を

載
せ
る
な
ど
、
情
報
を
的
確
に
伝
え
る

た
め
に
改
善
が
必
要
だ
と
思
う
が
。

　
　
　

建
設
農
林
水
産
部
長

　

議
員
紹
介
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
多

く
利
用
さ
れ
て
い
る
地
図
情
報
ア
プ
リ

の
活
用
事
例
を
参
考
に
、
市
民
が
交
通

規
制
の
地
図
上
で
の
情
報
を
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
容
易
に
確
認
で
き
る
よ
う
、

シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
情
報
政
策
課
と
連

携
し
な
が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

答
弁

質
問

答
弁

加
藤
奈
津
実

災
害
時
の
情
報
発
信

も
っ
と
分
か
り
や
す
く
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定

例

会

お
知
ら
せ

常
任
委
員
会

特
別
委
員
会

一
般
質
問

　
　
　

２
０
１
２
年
亀
岡
市
で
の
大
事

故
を
機
に
、
緊
急
点
検
を
実
施
。
７
万

４
４
８
３
箇
所
で
対
策
が
必
要
と
さ

れ
、
２
０
１
９
年
末
で
約
9８
％
が
解
消

さ
れ
て
い
る
。
再
び
点
検
の
依
頼
が
通

知
さ
れ
て
い
る
。
①
通
学
路
整
備
の
認

識
は
。
②
「
市
通
学
路
交
通
安
全
プ
ロ

グ
ラ
ム
」
で
の
構
成
、
取
り
組
み
方
針

は
。
③
点
検
年
次
平
成
24
年
度
か
ら
令

和
２
年
度
ま
で
の
改
善
状
況
と
課
題
。

④
危
険
箇
所
の
抽
出
に
あ
た
り
、
項
目

が
追
加
さ
れ
て
い
る
。
対
応
は
。
⑤

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。
⑥
ヒ
ヤ
リ

ハ
ッ
ト
の
事
例
等
、
児
童
生
徒
か
ら
の

声
を
聞
く
必
要
性
は
。
ま
た
、
通
学
路

対
策
箇
所
一
覧
表
に
危
険
性
の
状
況
の

記
載
を
。
⑦
学
校
か
ら
提
出
さ
れ
た
要

望
箇
所
の
優
先
度
の
考
え
方
は
。
⑧
点

検
箇
所
の
未
実
施
箇
所
が
目
に
つ
き
出

し
て
い
る
。
財
源
の
確
保
、
交
付
金
の

活
用
等
更
な
る
努
力
が
必
要
で
は
。

　
　
　

教
育
部
長

　

②
関
係
機
関
の
国
道
事
務
所
、
土
木

質
問

答
弁

事
務
所
、
市
道
路
河
川
課
、
警
察
、
教

育
委
員
会
の
取
り
組
み
や
情
報
等
の
共

有
改
善
に
努
め
、
継
続
的
に
安
全
確
保

を
推
進
。③
国
道
で
は
、４2
件
中
2４
件
。

県
道
で
は
１１
件
中
８
件
。
市
道
で
は
9１

件
中
6１
件
が
対
応
済
み
。
歩
道
の
設
置

８
件
完
了
。
④
幹
線
道
路
の
抜
道
で
速

度
が
出
や
す
い
、
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
の
事

例
、
保
護
者
、
地
域
か
ら
の
改
善
要
請

箇
所
が
あ
り
、
必
要
に
応
じ
対
応
。
⑤

９
月
合
同
点
検
し
１0
月
に
報
告
で
き
る

よ
う
進
め
る
。

　
　
　

教
育
長

　

①
児
童
生
徒
の
安
全
確
保
は
教
育
指

導
の
根
幹
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
基
づ
き
地

域
と
連
携
し
守
る
た
め
の
取
り
組
み
を

推
進
す
る
。
⑥
随
時
報
告
す
る
よ
う
指

導
し
た
い
。
記
載
に
つ
い
て
は
検
討
す

る
。

　
　
　

建
設
農
林
水
産
部
長

　

⑦
要
望
箇
所
の
内
容
で
は
、
歩
道
設

置
や
拡
幅
、舗
装
修
理
、防
護
柵
設
置
、

路
面
標
示
、外
側
線
引
き
直
し
等
あ
り
、

危
険
性
、
対
策
効
果
の
大
き
い
箇
所
か

ら
。

　
　
　

市
長

　

⑧
通
学
路
の
改
善
に
つ
い
て
は
優
先

順
位
に
基
づ
き
進
め
て
い
る
。
未
実
施

箇
所
で
は
、
用
地
確
保
、
財
源
確
保
が

必
要
な
ケ
ー
ス
が
大
き
な
割
合
を
占
め

る
。
国
、
県
の
メ
ニ
ュ
ー
に
注
視
し
、

対
応
を
進
め
る
。

答
弁

答
弁

答
弁

樋
渡
　
雅
純

通
学
路
の
緊
急
合
同
点
検

　
　
　
　
　

　
　
　

市
の
取
り
組
み
状
況
は
。

　
　
　

健
康
福
祉
部
長

　

令
和
元
年
１0
月
に
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
、
１１
月
に
広
報
伊
万
里
で
周
知
と

啓
発
し
た
。
令
和
２
年
３
月
に
色
覚
バ

リ
ア
フ
リ
ー
に
関
す
る
資
料
を
作
成

し
、市
職
員
間
で
情
報
共
有
を
図
っ
た
。

　
　
　

小
・
中
学
校
で
の
対
応
は
。

　
　
　

教
育
部
長　

　

平
成
１５
年
、
色
覚
検
査
は
定
期
健
康

診
断
の
必
須
項
目
か
ら
削
除
さ
れ
た
。

令
和
３
年
度
に
色
覚
検
査
を
実
施
ま
た

は
予
定
の
小
学
校
は
１５
校
中
７
校
、
中

学
校
８
校
中
６
校
。
保
護
者
の
同
意
の

上
、
希
望
者
の
み
。
色
覚
チ
ョ
ー
ク
導

入
が
小
中
で
６
校
、
赤
チ
ョ
ー
ク
の
使

用
を
減
ら
す
な
ど
運
用
で
工
夫
す
る
学

校
も
。
中
学
の
進
路
指
導
で
は
色
彩
感

覚
を
求
め
ら
れ
る
職
種
や
危
険
に
つ
な

が
る
職
種
へ
の
就
職
は
一
部
制
限
が
あ

る
等
の
指
導
を
行
っ
て
い
る
。

　
　
　

教
育
長

　

今
回
、
こ
の
質
問
は
学
校
教
育
に

質
問

答
弁

質
問

答
弁

答
弁

と
っ
て
も
意
味
が
あ
る
と
感
じ
て
い

る
。
い
か
に
子
ど
も
た
ち
が
苦
し
ま
ず

に
悩
ま
ず
に
将
来
を
迎
え
る
こ
と
が
で

き
る
か
と
い
う
の
は
非
常
に
大
き
な
問

題
だ
と
思
う
。
養
護
教
諭
と
共
に
検
討

し
、
保
護
者
同
意
の
上
、
今
後
は
す
べ

て
の
学
校
で
色
覚
検
査
を
し
て
い
き
た

い
。
特
に
小
学
生
は
自
覚
が
難
し
く
周

り
も
気
づ
き
に
く
い
の
で
、
早
い
時
期

か
ら
の
啓
発
と
配
慮
に
努
め
た
い
。
進

路
に
つ
い
て
は
児
童
生
徒
に
と
っ
て
人

生
を
左
右
す
る
大
切
な
こ
と
な
の
で
、

色
の
見
え
方
が
他
人
と
異
な
る
児
童
生

徒
の
在
籍
に
関
わ
ら
ず
、
全
教
職
員
が

共
通
理
解
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う

校
長
会
等
を
通
し
て
、
さ
ら
に
啓
発
に

努
め
て
い
き
た
い
。

　
　
　

市
職
員
採
用
時
等
の
制
限
は
。

　
　
　

総
務
部
長

　

採
用
時
に
検
査
は
な
い
。
現
時
点
で

職
員
か
ら
相
談
は
な
い
が
あ
れ
ば
適
切

に
対
応
す
る
。

　
　
　

市
長
の
考
え
は
。

　
　
　

市
長

　

あ
ら
た
め
て
色
覚
バ
リ
ア
フ
リ
ー
を

進
め
る
べ
き
だ
と
思
っ
た
。
技
術
の
進

歩
も
あ
り
多
色
化
が
進
ん
で
い
る
が
、

一
方
で
不
便
さ
を
感
じ
て
い
る
方
も
い

る
と
感
じ
た
。
市
と
し
て
も
、
で
き
る

限
り
の
配
慮
、
そ
し
て
職
員
に
対
し
て

も
周
知
を
し
て
い
き
た
い
。

質
問

答
弁

質
問

答
弁

岩
﨑
　
義
弥

色
弱
（
色
覚
の
多
様
性
）

へ
の
理
解
と
配
慮
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質
問　

８
月
大
雨
の
時
、
市
浄
化
セ
ン

タ
ー
周
辺
の
下
水
が
流
れ
に
く
く
な
っ

た
原
因
は
。

　
　
　

上
下
水
道
部
長

　

市
内
の
下
水
道
管
の
延
長
は
約
２
０

０
㎞
あ
り
、
本
市
で
は
汚
水
と
雨
水
に

分
け
て
処
理
を
す
る
「
分
流
式
」
で
あ

る
が
、
布
設
後
４2
年
に
な
り
、
老
朽
化

し
た
継
手
の
部
分
や
マ
ン
ホ
ー
ル
か
ら

雨
水
が
流
入
し
て
い
る
。大
雨
時
に
は
、

浄
化
セ
ン
タ
ー
の
処
理
能
力
を
超
え
る

汚
水
が
流
れ
込
ん
だ
。

質
問　

今
後
の
対
応
に
つ
い
て
。

　
　
　

上
下
水
道
部
長

　

東
八
谷
搦
地
区
に
お
い
て
は
早
急
に

改
善
す
る
必
要
と
認
識
し
て
い
る
。
浄

化
セ
ン
タ
ー
の
汚
水
ポ
ン
プ
の
増
設
工

事
に
着
手
し
て
お
り
、
本
年
度
中
に
工

事
が
完
了
す
る
。そ
の
結
果
を
検
証
し
、

総
合
的
に
整
備
し
た
い
。

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問　

エ
ア
コ
ン
が
な
い
特
別
教
室
に

お
け
る
授
業
の
現
状
は
。

　
　
　

教
育
長

　

音
楽
室
や
理
科
室
、
教
育
相
談
室
な

ど
の
特
別
教
室
の
設
置
率
2８
・
２
％
で

あ
り
、
学
校
現
場
で
は
、
室
内
が
高
温

と
な
る
た
め
、
窓
を
開
け
た
り
、
扇
風

機
等
を
設
置
し
た
り
、
風
通
し
を
よ
く

す
る
工
夫
を
し
て
児
童
生
徒
の
健
康
に

配
慮
し
、
授
業
を
行
っ
て
い
る
。

質
問　

本
市
で
は
今
後
、
自
宅
で
の
オ

ン
ラ
イ
ン
授
業
が
出
来
る
の
か
。

　
　
　

教
育
長

　

現
時
点
で
は
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
や
運
用

上
の
課
題
が
あ
り
、
出
来
る
環
境
に
な

い
。
解
決
方
法
を
検
討
し
、
将
来
的
に

は
各
家
庭
に
持
ち
帰
っ
て
活
用
で
き
る

状
況
を
整
え
た
い
と
考
え
て
い
る
。

質
問　

敷
地
内
の
１
３
０
年
以
上
経
っ

た
木
「
セ
ン
ダ
ン
」
を
伐
採
し
な
い
で

と
、
町
民
の
声
が
あ
る
が
、
市
は
ど
う

考
え
て
い
る
か
。

　
　
　

市
民
生
活
部
長

　

敷
地
内
に
は
、
マ
キ
や
セ
ン
ダ
ン
、

イ
チ
ョ
ウ
の
古
木
が
あ
り
、
マ
キ
は
施

設
整
備
に
支
障
が
な
い
た
め
伐
採
し
な

い
。
セ
ン
ダ
ン
と
イ
チ
ョ
ウ
は
、
最
終

的
に
は
建
設
促
進
委
員
会
の
協
議
の
結

果
を
待
ち
た
い
。

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

前
田
　
邦
幸

公
共
下
水
道
に
つ
い
て

定

例

会

お
知
ら
せ

常
任
委
員
会

特
別
委
員
会

一
般
質
問

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
教
育

行
政
に
つ
い
て

質
問　

断
続
的
な
大
雨
で
頻
繁
な
災
害

対
応
で
あ
っ
た
が
、
避
難
所
開
設
時
の

職
員
対
応
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
　

総
務
部
長

　

自
主
避
難
所
運
営
時
は
基
本
的
に

★
コ
ミ
セ
ン
職
員
が
対
応
し
て
い
る
。

避
難
情
報
発
令
後
は
避
難
所
に
切
り
替

え
、
援
護
職
員
を
含
め
た
２
名
体
制
。

質
問　

避
難
所
開
設
が
長
期
に
及
ぶ
場

合
、
対
応
す
る
★
コ
ミ
セ
ン
職
員
は
勤

務
体
制
が
ハ
ー
ド
と
な
り
、
健
康
管
理

上
か
ら
も
検
討
が
必
要
で
は
。

　
　
　

総
務
部
長

　

一
部
の
職
員
に
負
担
が
片
寄
る
こ
と

な
く
対
応
で
き
る
よ
う
見
直
し
を
進
め

る
。

質
問　

ダ
ム
緊
急
放
流
時
の
下
流
域
住

民
へ
の
情
報
伝
達
手
段
は
。

　
　
　

建
設
農
林
水
産
部
長

　

防
災
行
政
無
線
や
関
係
す
る
区
長
へ

の
メ
ー
ル
、
ケ
ー
ブ
ル
Ｔ
Ｖ
等
で
情
報

発
信
を
す
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

質
問　

松
浦
川
等
の
樋
門
操
作
員
に
も

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

周
知
を
図
っ
て
ほ
し
い
。

　
　
　

建
設
農
林
水
産
部
長

　

今
後
は
直
接
的
な
伝
達
手
段
の
整
備

を
検
討
す
る
。

質
問　

防
災
重
点
農
業
用
た
め
池
の
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
作
成
の
進
捗
状
況
は
。

　
　
　

建
設
農
林
水
産
部
長

　

県
内
の
約
４
割
３
７
１
カ
所
の
た
め

池
で
、
今
回
分
を
含
め
て
５８
カ
所
の
整

備
で
あ
り
全
体
の
１6
％
に
と
ど
ま
っ
て

い
る
。

質
問　

令
和
12
年
度
ま
で
の
時
限
立
法

で
あ
る
が
、
今
後
の
計
画
は
。

　
　
　

建
設
農
林
水
産
部
長

　

現
在
の
進
捗
で
は
間
に
合
わ
な
い
。

必
要
な
予
算
確
保
に
向
け
て
国
、
県
と

調
整
を
図
っ
て
参
り
た
い
。

質
問　

行
政
を
担
う
上
で
防
災
に
対
す

る
備
え
が
非
常
に
重
要
で
あ
る
。
市
長

の
考
え
方
は
。

　
　
　

市
長

　

今
回
の
大
雨
で
は
幸
い
に
も
人
的
被

害
は
な
か
っ
た
が
、
市
道
、
農
地
等

の
被
害
は
出
た
。
充
分
な
予
算
対
応
を

図
っ
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
長
期
に
及

ぶ
避
難
所
開
設
時
の
職
員
対
応
に
つ
い

て
は
、
検
討
、
見
直
し
を
し
た
い
。
今

後
、
災
害
対
応
で
出
て
き
た
課
題
等
に

つ
い
て
、
振
り
返
り
や
改
善
を
常
に
行

い
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

中
山
　
光
義

大
雨
に
伴
う
市
の
対
応

に
つ
い
て

大
坪
保
育
園
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
複
合
施
設
に
つ
い
て

★コミセン…コミュニティセンター
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定

例

会

お
知
ら
せ

常
任
委
員
会

特
別
委
員
会

一
般
質
問

質
問　

今
後
は
、
住
民
主
体
と
な
っ
た

ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る

と
思
う
が
、
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り

を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

　
　
　

市
長

　

現
在
交
付
し
て
い
る
ま
ち
づ
く
り
交

付
金
を
１3
地
区
一
律
に
交
付
す
る
の
で

は
な
く
、
ま
ち
づ
く
り
へ
の
熱
意
や
行

動
力
・
課
題
解
決
に
む
け
た
事
業
を
推

進
し
て
い
く
地
域
に
は
、
交
付
金
を
増

額
し
て
で
も
、
ま
ち
の
活
性
化
を
図
り

た
い
。

　
地
域
お
こ
し
協
力
隊

質
問　

地
域
か
ら
の
要
望
に
よ
り
協
力

隊
員
の
配
置
が
で
き
る
の
か
。

　
　
　

総
合
政
策
部
長

　

地
域
が
自
主
自
立
し
て
い
く
為
の
解

決
手
段
と
し
て
協
力
隊
員
の
配
置
要
望

さ
れ
る
こ
と
は
、
何
ら
問
題
は
な
い
。

そ
の
場
合
は
、
活
動
内
容
に
応
じ
た
所

管
部
署
と
協
議
調
整
の
上
、
所
管
部
署

質
問

答
弁

質
問

答
弁

か
ら
提
案
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
る
。

質
問　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
事
業
を
知

ら
な
い
地
域
も
あ
る
の
で
は
。周
知
を
。

　
　
　

総
合
政
策
部
長

　

協
力
隊
制
度
を
活
用
す
る
主
体
は
地

元
の
皆
さ
ん
で
あ
り
、
制
度
を
理
解
し

て
も
ら
う
こ
と
は
必
要
で
あ
る
。
区
長

会
な
ど
へ
の
制
度
の
紹
介
な
ど
地
域
の

実
情
に
合
わ
せ
て
周
知
し
て
い
く
。

　
人
・
農
地
プ
ラ
ン

質
問　

プ
ラ
ン
作
成
が
進
ん
で
い
な
い

が
、
今
後
の
対
策
に
つ
い
て
。

　
　
　

建
設
農
林
水
産
部
長

　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
進
捗
が
遅
れ
て
い

る
が
、
農
業
関
係
の
国
庫
補
助
採
択
要

件
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
補
助
を
活
用

さ
れ
る
地
区
を
優
先
し
て
い
く
。
ま
た

農
業
の
維
持
発
展
に
は
プ
ラ
ン
作
成
が

必
要
で
あ
り
、
継
続
し
て
取
り
組
ん
で

い
く
。

　
農
業
経
営
収
入
保
険

質
問　

収
入
保
険
加
入
促
進
と
し
て
、

保
険
料
の
一
部
を
補
助
す
る
よ
う
国
や

県
か
ら
依
頼
が
来
て
い
る
が
、
市
は
ど

の
よ
う
に
対
応
さ
れ
る
の
か
。

　
　
　

市
長

　

若
い
農
業
者
の
施
設
野
菜
等
の
補
助

事
業
を
先
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

力
武
　
勝
範

今
後
の
「
ま
ち
づ
く
り
対
策
」

　

８
月
の
豪
雨
災
害
で
被
災
さ
れ
た
皆
様
に
は
心
よ

り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

市
議
会
だ
よ
り
を
企
画
・
編
集
・
発
行
す
る
広
報

広
聴
委
員
会
も
、
新
委
員
長
の
も
と
で
２
回
目
の
発

行
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
私
も
６
年
関
わ
っ
て

き
ま
し
た
が
、
少
し
ず
つ
少
し
ず
つ
改
善
を
重
ね
て

き
ま
し
た
。
特
に
近
年
は
、
議
会
用
語
や
行
政
用
語
、

難
し
す
ぎ
る
言
葉
な
ど
を
減
ら
す
努
力
を
し
て
き
ま

し
た
。
写
真
を
活
用
し
、
文
字
を
減
ら
し
、
議
論
や

質
疑
さ
れ
た
内
容
か
ら
市
民
の
方
々
に
関
心
が
高
い

と
思
わ
れ
る
内
容
を
選
ん
で
掲
載
す
る
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。
今
後
も
改
善
を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
来
年
４
月
に
は
市
長
選
挙
と
合
わ
せ
て
市

議
会
議
員
補
欠
選
挙
が
行
わ
れ
ま
す
。
候
補
者
の
考

え
に
触
れ
、
投
票
に
行
き
ま
し
ょ
う
。
市
民
の
皆
様

に
選
ば
れ
た
議
員
と
共
に
、
伊
万
里
市
議
会
は
前
進

し
続
け
ま
す
。

（
岩
﨑 

義
弥
）

広報広聴委員会
　（委 員 長）加藤奈津実
　（副委員長）西田晃一郎
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編
集
後
記

公職選挙法の規定により、議員は年賀状、暑中見舞いなど時候のあいさつについて、
いただいたものへの返礼で、かつ裏表とも自筆のもの以外は禁止されています。

どうかご理解いただきますよう、お願いいたします。

議　員　一　同

年賀状について
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満25歳以上で、その自治体に引き
続き3ヶ月以上住所を有する人

満25歳以上（住所は無関係）

立候補するには以下の条件があります。

※公民権停止中の人などは除きます。

市長

市議

市長や市議会議員には
誰でも立候補できますか？

〈期日〉令和4年4月10日告示 /17日投開票(予定)
〈立候補事務説明会〉令和3年12月頃に日程を決定

「広報伊万里」等でお知らせします

選挙に関するギモンをまとめました！選挙に関するギモンをまとめました！選挙に関するギモンをまとめました！選挙に関するギモンをまとめました！選挙に関するギモンをまとめました！選挙に関するギモンをまとめました！選挙に関するギモンをまとめました！

Question

1

Question

3

Question

2

Question

4

市長選や市議選でも
ケーブルテレビで
政見放送を
してほしいです

補欠選挙はどんな場合に
行われるのですか？

次点の人が繰り上げには
ならないのですか？

選挙には
どのくらいの経費が
掛かりますか？

立候補の受付は告示日の17時まで
可能であり、 それを待って印刷する
ため、 翌日から始まる期日前投票に
間に合わない状況にあります。 
市のホームページには掲載されます
ので、 そちらをご覧いただけると
幸いです。

期日前投票もあり、
候補者の考えに触れて
投票するためにも、
選挙公報をもっと早く
配布してほしい

前回の市議選の予算では、 事前の準備も入れて有権者
一人当たり約千円でした。 すなわち、 税金として頂いて
いる中から千円分の支出をしていますので、 棄権すると、
例えば 「千円出して注文した料理を食べないこと」 に
なってしまいます。 伊万里市の将来を託す人を選ぶ大事
な選挙ですから、 必ず投票に行きましょう！

があります
！

があります
！

来春は来春は

Question

5

辞職等で欠員が出た場合のルールは、 公職選挙法で細かく決
まっています。基本的に次の市議会議員選挙までに市長選挙が
行われる場合、選挙の告示前までに欠員があれば補欠選挙が
行われることになっています。 （欠員が定数の1/6を超えた場
合は、 市長選挙を待たずに行います。） なお、 当選後3ヶ月以
内に欠員が出た場合は、一定条件のもと繰り上げ当選となり
ます。

残念ながら公職選挙法および
放送法で、政見放送は知事以
上の選挙のみ、しかも県内の
放送事業者では、サガテレビ
とNHKしかできないことになっ
ています。


